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荒
廃
農
地
の
復
元

　

昨
年
の
10
月
28
日
、
29
日
、

11
月
11
日
に
市
内
３
か
所
で
荒

廃
農
地
を
復
元
す
る
モ
デ
ル
事

業
を
農
業
委
員
会
と
し
て
今
年

度
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
自
ら
ト
ラ
ク
タ
ー

や
草
刈
機
械
、
ユ
ン
ボ
を
持
ち

寄
り
、
柳
や
カ
ヤ
な
ど
の
雑
草

の
除
去
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
地
元
の
認
定
農
業

者
や
担
い
手
に
よ
り
農
作
物
の

作
付
け
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

迎春
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
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会 

長
　
門
　 

傳
　
　  

仁

くりはらし農業委員会だより 2

年
頭
の
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
進
展
す
る
中
、
今
般
、
政
権
交
代
に
よ
り
コ
メ
政
策
が
大
き

く
様
変
わ
り
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
説
明
は
き
め
細
か
く

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
私
た
ち
農
家
も
情
報
収
集
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
地
集
積
及
び
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
、「
農
地

中
間
管
理
機
構
（
仮
称
）」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
申
し
出
の
あ
っ
た
農
地
の
整

備
、
斡
旋
が
行
わ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
が
、
運
用
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の

か
、
来
年
度
に
は
具
体
的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
栗
原
市
農
業
委
員
会
で
は
、「
栗
原
市
荒
廃
農
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
荒
廃
し
た
農
地

を
、
農
業
委
員
自
ら
が
モ
デ
ル
的
に
復
元
作
業
を
す
る
事
に
よ
り
、
荒
廃
農
地

解
消
の
周
知
を
図
り
、
地
域
の
担
い
手
等
へ
の
利
用
権
設
定
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
市
内
三
カ
所
の
対
象
農
地
と
そ
の
周
辺
を
合
わ
せ
て
、
約

６
０
０
０
㎡
の
復
元
を
実
施
し
、
所
有
者
ば
か
り
で
は
な
く
周
辺
の
農
家
か
ら

も
好
評
を
得
ま
し
た
。
現
在
、
農
業
委
員
宅
に
は
「
農
業
委
員
の
家
」
と
い
う

看
板
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
農
地
・
農
業
に
関
わ
る
事
は
、
農
業
委
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
26
年
７
月
に
は
農
業
委
員
の
統
一
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

毎
年
１
月
に
は
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
改
選
期
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
特
に
農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
も
れ
な
く
選
挙
人

名
簿
に
登
載
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
市
民
・
農
家
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）

地
元
農
業
委
員
が
農
地
の
状
況
を
調
査

11
月
12
日（
火
）〜
19
日（
火
）／
市
内
農
地

　

農
地
有
効
利
用
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
前
に
、
農
業
委

員
に
よ
り
事
前
調
査
を
行
い
、
現
地

確
認
を
し
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
の
把
握
、
許
可
案
件
等

の
履
行
状
況
の
確
認
、
違
反
転
用
の

早
期
発
見
な
ど
を
調
査
の
対
象
と
し

ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
背
丈
の
高
い
雑
草

が
繁
茂
し
て
い
る
農
地
も
見
受
け
ら

れ
、
中
に
は
雑
木
が
発
生
し
、
何
年

も
手
を
か
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な

農
地
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
農
地
管
理
指

導
が
必
要
な
農
地
の
所
有
者
や
耕
作

者
に
は
、
口
頭
や
文
書
に
よ
る
指
導

を
実
施
す
る
ほ
か
、
復
元
の
助
言
や

貸
借
等
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
適
切

な
管
理
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

▲農業委員のパトロールのようす

▶
雑
草
が
繁
茂
し
た
遊
休
農
地
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公
益
社
団
法
人
み

や
ぎ
農
業
振
興
公
社

（
旧
宮
城
県
農
業
公

社
）
よ
り
、
農
地
中

間
管
理
機
構
の
概
要

と
同
社
が
行
う
青
年

農
業
者
等
へ
の
支
援

事
業
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
現
在
５
割
で
あ
る
担

い
手
が
利
用
す
る
面
積
を
、
今
後
10
年
間
で
８
割

と
な
る
よ
う
、
農
地
の
集
積
を
推
進
す
る
た
め
都

道
府
県
段
階
に
設
置
す
る
組
織
で
、
本
県
で
は
み

や
ぎ
農
業
振
興
公
社
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

細
部
は
今
後
決
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

青
年
農
業
者
等
支
援
事
業
は
、「
就
農
支
援
金

の
貸
付
や
就
農
予
定
者
へ
の
奨
学
金
支
給
、
就
農

の
た
め
の
研
修
費
用
や
研
修
受
入
れ
農
家
へ
の
助

成
」
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
求
人
の
あ
る
農
業

法
人
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
の
関
わ
り
や
耕

作
放
棄
地
解
消
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
な
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
11
月
14
日
大
和
町
「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
宮
城
県
内
の
農
業
委
員
が
一
堂

に
会
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
城
大
学
食
産
業
部
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
三

石
教
授
よ
り
「
食
料
と
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
、
50
年

前
か
ら
現
代
、
さ
ら
に
50
年
後
の
将
来
に
わ
た
る

農
業
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厳
し
い
農
業
情
勢
を
か
ん
が
み
、「
基

本
農
政
の
確
立
に
関
す
る
要
請
決
議
」
や
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
に
関

す
る
要
請
決

議
」
な
ど
の

４
案
件
を
原

案
ど
お
り
可

決
し
、
政
府

 

・
国
会
に
対

し
強
く
要
請

す
る
も
の
と

し
ま
し
た
。

▲公社職員との意見交換

第
57
回
宮
城
県
農
業
委
員
大
会

農
業
政
策
に
つ
い
て
強
く
要
請

11
月
14
日（
木
）／
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
（
大
和
町
）

農
政
委
員
会
研
修
会

農
地
中
間
管
理
機
構
等
に
つ
い
て
研
修

12
月
２
日（
月
）／
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社

▲要請決議のようす

　

門
傳
会
長
と
農
政

委
員
長
、
副
委
員
長

が
「
栗
原
市
農
業
施

策
に
関
す
る
建
議
」、

「
栗
原
市
農
業
委
員

会
の
あ
り
方
に
関
す

る
建
議
」
を
、
佐
藤

市
長
と
石
川
議
長
、

五
十
嵐
副
議
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

農
業
施
策
に
関
し

て
は
、
農
業
者
の
代
表
で
あ
る
農
業
委
員
の
意

見
・
要
望
等
を
、
平
成
26
年
度
の
市
農
業
施
策
に

反
映
さ
せ
、
ま
た
国
や
県
等
へ
の
働
き
か
け
を
要

望
す
る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
対
策
な
ど
13
項
目
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
将
来
を

見
据
え
農
業
委
員
会
を
検
討
し
た
も
の
で
、
農
家

の
利
便
性
等
を
考
え
、
現
在
の
選
挙
区
や
委
員
定

数
、
部
会
構
成
等
を
維
持
す
べ
き
と
し
た
も
の
で

す
。

　

建
議
項
目
の
一
つ
一
つ
に
目
を
通
し
て
、
検
討

を
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 ▶

市
長
に
建
議
書
提
出

栗
原
市
・
栗
原
市
議
会
へ
建
議
書
を
提
出

農
業
施
策
・
委
員
会
に
つ
い
て
建
議

９
月
９
日（
月
）／
栗
原
市
役
所
市
長
室
・
議
長
室



　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
研
修
の
た
め
、

宮
城
学
院
女
子
大
学
よ
り
学
生
が
視
察
に
き
ま
し

た
。

　

女
性
農
業
委
員
か
ら
の
講
話
の
後
に
、
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
長
等
に
女
性
登
用
に
つ
い
て
の
要
請
活
動
を

行
う
な
ど
栗
原
市
で
女
性
委
員
が
誕
生
す
る
ま
で

の
経
緯
や
、
料
理
教
室
の
開
催
と
い
っ
た
女
性
委

員
の
自
主
的
な
活
動
の
話
、
ま
た
選
挙
に
立
候
補

す
る
際
の
苦
労
話
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
か
ら

は
、「
農
業
委
員
会

の
存
在
を
初
め
て

知
っ
た
」、「
生
ま
れ

育
っ
た
栗
原
に
愛
着

を
感
じ
た
」、「
行
動

を
起
こ
す
の
は
周
り

と
の
協
力
が
大
事
だ

と
思
っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

宮
城
学
院
女
子
大
学
　
視
察
研
修

女
性
農
業
委
員
が
経
験
を
講
話

９
月
10
日（
火
）／
栗
原
市
役
所

▶
委
員
４
人
が
思
い
を
語
る
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女
性
農
業
者
が
抱
え
る
悩
み
や
農
業
問
題
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
「
女
性
農
業
者
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
情
報
提
供
と
し
て
、
市
か
ら
婚
活
支
援

な
ど
の
若
者
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
今
年
度
開
催
さ
れ
た
婚
活
事
業
に
お
い
て
は
、

定
員
を
超
す
申
し
込
み
が
あ
り
確
実
に
実
績
が
上

が
っ
て
い
る
状
況
が
説
明
さ
れ
る
と
、
参
加
者
か

ら
は
課
題
で
あ
る
農
家
の
後
継
者
問
題
等
の
解
消

に
向
け
た
更
な
る
事
業
展
開
へ
の
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
廃

農
地
復
元
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い

て
、
農
業
委
員

か
ら
発
表
さ
れ

る
と
、
自
分
の

農
地
の
荒
廃
が

心
配
さ
れ
る
等

の
意
見
も
出
さ

れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

女
性
農
業
者
の
つ
ど
い

農
家
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

12
月
６
日（
金
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

　

栗
原
市
と
友
好
姉

妹
都
市
で
あ
る
、
東

京
都
あ
き
る
野
市
を

視
察
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

あ
き
る
野
市
の
農

業
形
態
は
畑
作
が
主

で
あ
り
、
収
穫
し
た

野
菜
に
つ
い
て
は
、

市
場
へ
の
出
荷
は
ほ

と
ん
ど
な
く
市
内
数

か
所
に
あ
る
直
売
所

に
お
い
て
販
売
さ
れ
ま
す
。
売
上
の
多
い
直
売
所

で
は
年
間
３
億
円
も
売
上
げ
て
お
り
、
栗
原
市
と

の
農
業
形
態
の
違
い
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
の
栽
培
施
設
も
視
察
し
、
ト
マ
ト

の
樽
栽
培
と
い
う
特
殊
な
栽
培
方
法
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
興
味
深
く
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
あ
き
る
野
市
農
業
祭
を
視
察
し
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
農
業
委
員
も
多
く
イ
ベ
ン
ト
に
携

わ
っ
て
お
り
、
農
業
関
係
者
一
同
で
の
イ
ベ
ン
ト

づ
く
り
で
多
く
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

栗
原
市
農
業
委
員
会
委
員
視
察
研
修
会

あ
き
る
野
市
の
農
業
を
視
察

11
月
８
日（
金
）～
９
日（
土
）／
東
京
都

▶
ト
マ
ト
樽
栽
培
の
見
学

▲意見交換のようす
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

農業委員会委員選挙人名簿登載申請書を提出しましょう！！農業委員会委員選挙人名簿登載申請書を提出しましょう！！
申請に基づいて選挙人名簿に登載されていないと農業委員選挙には投票等ができません。
選挙人名簿に登載までの流れは以下のとおりになります。
誰　　が

農 業 委 員 会
申請書へ必要事項を記載し、下記のいずれかの方法で提出いただきます
　　①１月８日（水）まで各行政区長宅へ届ける
　　②１月９日（木）までに総合支所へ提出する

何　　を　　す　　る
昨年度に申請書を対象世帯へ行政区長経由で配布しております

対象世帯の方

農業委員会及び
選挙管理委員会

提出された申請書をもとに、平成２６年１月１日現在で
選挙資格を調査し、名簿を調製

※資格要件は（１）から（３）までの要件を全て満たす方です。
(１) その選挙が行われる農業委員会の区域内に住所を有する者
(２) 年齢が満20歳以上の者
(３) 農地の耕作の業務を営む、次の①から③までのいずれかの者
　　① 1,000㎡以上の農地について耕作の業務を営む者
　　② ①の同居の親族またはその配偶者であって、年間おおむね60日以上耕作に従事していると
　　　 農業委員会が認めた者
　　③ 1,000㎡以上の農地について耕作の業務を営む農業生産法人の組合員、社員または株主で
　　　 あって、年間おおむね60日以上耕作に従事していると農業委員会が認めた者

〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰 〰〰〰 〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

猶予を受けている方は
三年に一回の届出が必要になります

贈与税の納税猶予を受けている方も
貸付けが可能です

不動産取得税の
徴収猶予

北部県税事務所
贈与税の納税猶予
築館税務署

猶予を受けている方（３年に１回が対象）

届出書を提出
（２月14日まで）

届出書が送付
（１月末頃）

各総合支所市民サービス課　産業建設係 詳しくは農業委員会までご相談ください

贈与翌年の
３月15日より20年以上

（65歳以上の方は10年以上）
経過していれば・・

　農業経営基盤強化促進法に基づく一
定の事業を用いて、農業委員会を介し
て認定農業者等へ貸し付けが可能です

猶予を受けていると
　農業経営の廃止・譲渡・転用・第三
者へ貸付けが禁止されています。

農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方 必見！です農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方 必見！です
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

　

平
成
25
年
度
農
地
制
度
実
施
円
滑

化
事
業
費
補
助
金
を
用
い
て
、
栗
原

市
農
業
委
員
会
で
は
「
農
業
委
員
の

家
」
の
看
板
、「
利
用
状
況
調
査
」

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
「
農
業
委
員
の
家
」
の
看
板
に
つ

い
て
は
、
委
員
の
家
の
前
等
に
掲
示

し
、
委
員
に
用
が
あ
る
人
が
分
か
り

や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。

　「
利
用
状
況
調
査
」
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
自
動
車
へ
貼

る
こ
と
に
し
、
無
断
転
用
や
耕
作
放

棄
地
発
生
等
の
防
止
に
つ
な
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
農
業
委
員
会
で
は
、
こ

の
２
つ
を
活
用
し
て
、
委
員
活
動
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▶
看
板
「
農
業
委
員
の
家
」

▲マグネットシート「利用状況調査」

看
板
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
が

　
農
業
委
員
の
目
印
で
す
！

　平成24年12月から平成25年11月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準（10 アー
ルあたり）は、下記のとおりです。今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。
　田（水　稲）

地  区  名
平　均　値 最　高　値 最　低　値 データ数（筆）

金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 14,000 円 49 ㎏ 21,500 円 66 ㎏ 7,700 円 30 ㎏ 166 131

若 　 柳 16,700 円 69 ㎏ 25,000 円 90 ㎏ 7,000 円 60 ㎏ 647 44

栗 　 駒 12,800 円 56 ㎏ 19,300 円 101 ㎏ 6,300 円 30 ㎏ 367 157

高 清 水 10,600 円 91 ㎏ 10,900 円 150 ㎏ 8,200 円 60 ㎏ 22 55

一 　 迫 15,100 円 61 ㎏ 24,200 円 97 ㎏ 6,000 円 31 ㎏ 501 178

瀬 　 峰 11,400 円 70 ㎏ 17,100 円 120 ㎏ 7,200 円 37 ㎏ 283 81

鶯 　 沢 11,700 円 57 ㎏ 15,000 円 111 ㎏ 7,300 円 30 ㎏ 244 102

金 　 成 12,500 円 63 ㎏ 25,000 円 150 ㎏ 6,200 円 30 ㎏ 101 572

志 波 姫 14,100 円 59 ㎏ 21,000 円 90 ㎏ 5,500 円 46 ㎏ 442 55

花 　 山 7,000 円 31 ㎏ 9,300 円 32 ㎏ 6,100 円 31 ㎏ 22 3

栗 原 市 14,100 円 62 ㎏ ― ― ― ― 2,795 1,378

栗原市の農地の賃借料情報

※　特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。
※　データ数が少なく前年と大きく変動している地区があります。
※　畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。
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農
機
具
の
盗
難
に

　
　
　
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

農
機
具
の
盗
難
に

　
　
　
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
的
に
ト
ラ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、
農
機
具
の

盗
難
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

圃
場
に
放
置
し
盗
難
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
自
宅
敷
地
内
の
倉
庫
等
か
ら
の
盗
難
も
多
く

見
ら
れ
、
大
型
車
両
に
積
み
替
え
て
持
ち
去
る
よ

う
で
す
。

　

圃
場
に
あ
っ
て
は
キ
ー
を
抜
い
た
状
態
で
の
盗

難
も
多
く
、
倉
庫
内
で
施
錠
し
て
い
て
も
盗
難
さ

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

農
機
具
が
盗
難
さ
れ
る
と
、
買
い
替
え
の
資
金

の
み
な
ら
ず
、
耕
作
で
き
ず
農
地
が
荒
廃
し
て
し

ま
う
等
、
経
営
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
野
外
放
置
し
な
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、倉
庫
内
で
保
管
し
て
も
、エ
ン
ジ
ン
キ
ー

は
別
の
場
所
に
保
管
す
る
こ
と
や
倉
庫
に
も
鍵
を

か
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
、
ハ
ン
ド

ル
や
タ
イ
ヤ
の
ロ

ッ
ク
が
有
効
に
な

り
ま
す
。

農
家
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

農
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
耕
作

　
　

目
的
で
あ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会

の
許
可
を
、
農
地
以
外
に
転
用
す
る
目
的

で
あ
る
場
合
に
は
都
道
府
県
知
事
等
の
許

可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
売
買
契
約
を

し
て
も
、
法
律
上
は
依
然
と
し
て
所
有
権

は
売
主
に
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
売
買
後
は
所
有
権
移
転

の
登
記
を
し
ま
す
が
、
農
地
の
所
有
権
移

転
登
記
の
申
請
書
に
は
、
農
地
法
の
許
可

等
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
許
可

等
が
な
い
と
登
記
も
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 Ａ Ｑ　　

　

農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に
農

　
　

地
を
売
買
し
た
場
合
、
ど
う
な
る

　

の
で
し
ょ
う
か
。

農 業 者 年 金 Q & A農 業 者 年 金 Q & A

Ｑ

Ａ　遺族はＪＡに備え付けの「年金受
給者死亡届」に年金証書、並びに受
給権者の死亡日が確認できる住民票
の写、又は除籍抄本等を添付して、
10日以内に住所地のＪＡに提出し
て下さい。

　農業者年金を受給している家族が
亡くなった場合、どんな手続きが必
要ですか？

 
 

〰〰〰〰

　
菅
原
徹
委
員
（
栗
駒
地
区
）
が
11
月
11

日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
市
合
併
後
、
平
成
20
年
か
ら
農

業
委
員
を
勤
め
ら
れ
、
市
の
農
業
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

菅
原  

徹 

委
員

　
　   

逝
去
さ
れ
る



直売所でみ～つけた!直売所でみ～つけた!直売所でみ～つけた! な っ ち ゃ ん
☎0228-23-8110  毎日営業（1／1、9／30休業）

な っ ち ゃ ん
☎0228-23-8110  毎日営業（1／1、9／30休業）

　築館国道４号線沿いにある「お
てんとさん」の農産物直売所「あ
じわいの朝」の一角で食事と惣
菜を提供しています。
　直売所の農産物を有効利用し
たいとの思いから６次産業化に
取り組んでいます。
　農産物を出品している農家の
方が会員となり、メニューを考
えながら、新しい野菜作りに挑
戦するといった相乗効果も見ら
れています。

　メニューは「焼肉御膳」「はっ
と汁御膳」が主力で弁当も作っ
ています。ボ
リュームがあ
り、毎週来店
するお客さん
もいるとのこ
とです。また
会員が作った
こだわりの食
器を使用して
おり、販売も

行っています。お腹を減らして
行ってみてはいかがでしょうか。

◀
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
焼
肉
御
膳

▲いきいき働く会員さん

　

日
本
人
の
父
と
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
母
の
間
に
六
番
目
の
子
ど
も

と
し
て
生
ま
れ
た
、
永
田
ユ
キ

オ
（
40
歳
）
さ
ん
は
16
歳
の
時

に
来
日
し
専
門
学
校
を
卒
業
、

現
在
、
金
成
で
認
定
農
業
者
と

し
て
妻
の
聖
子
さ
ん
と
息
子
さ

ん
の
三
人
暮
ら
し
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
盛
ん
だ
っ
た
有

機
農
業
を
目
指
し
、
水
田
５
・

５
ha
、
畑
１
・
６
ha
を
耕
作
し

て
お
り
、
米
を
中
心
に
数
十
種

類
の
有
機
野
菜
の
栽
培
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
の
影
響
で
米
も
野
菜
も

顧
客
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
自
力
で
販
売
路
を
開
拓
し

て
、
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
や
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
の
提
供
も

始
め
て
い
ま
す
。

　

無
農
薬
栽
培
の
難
し
さ
を
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
（
共
栄

作
物
）
に
よ
り
カ
バ
ー
し
、
野

菜
が
き
れ
い
な
状
態
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
米
は
ま
だ
ま
だ
震

災
の
影
響
が
続
い
て
い
る
中
、

さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
拍
車
を

か
け
、
今
後
の
行
方
が
心
配
だ

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

永
田
さ
ん
の
日
本
語
は
と
て

も
き
れ
い
な
発
音
で
、
日
本
が

大
好
き
と
い
う
の
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

荒
廃
農
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
に
参

加
し
ま
し
た
。
周
り
を
見
渡
す
と

所
々
に
、
草
だ
ら
け
の
田
ん
ぼ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

農
業
を
支
え
る
人
口
の
減
少
、
高

齢
化
、
そ
し
て
農
地
整
備
の
遅
れ
、

そ
の
悪
循
環
が
あ
の
様
な
光
景
を

作
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
現
状
は
厳
し
い

で
す
が
、
後
世
に
伝
え
る
農
地
を
残

す
事
が
私
達
の
責
任
で
は
無
い
か
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　

 

（
千
田
正
敏
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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馴
染
み
の
あ
る
日
本
で

　
　
　
無
農
薬
栽
培
を

▲永田さん（左）とご家族


